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歌
人
・
逗
子
八
郎
研
究

｜
文
芸
エ
リ
ー
ト
及
び
厚
生
運
動
の
視
点
か
ら
｜

二
）

田

中

綾

一

旧
制
第
一
高
等
学
校
文
藝
部
『
校
友
會
雑
誌
』

逗
子
八
郎
／
井
上
司
朗
が
短
歌
創
作
に
手
を
染
め
た
の
は
、大
正
八（
一

九
一
九
）
年
、
一
六
歳
の
夏
休
み
で
あ
っ
た
。
宿
題
と
し
て
課
せ
ら
れ
た

短
歌
を
母
親
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
が
、
母
・

志
げ
子
（
文
久
三
・
一
八
六
三
〜
昭
和
一
三
・
一
九
三
八
）
は
美
濃
大
垣

藩
で
祐
筆
を
つ
と
め
た
杉
山
家
の
長
女
に
生
ま
れ
、
十
代
に
は
八
代
集
に

親
し
み
、
上
田
秋
成
や
曲
亭
馬
琴
な
ど
の
熱
心
な
読
者
で
も
あ
っ
た
。
逗

子
／
井
上
は
高
等
学
校
一
年
の
夏
、
母
親
の
す
す
め
で
近
江
伊
吹
山
麓
の

伯
父
の
家
を
訪
れ
た
折
、歌
ご
こ
ろ
が「
初
め
て
湧
然
と
揺
り
動
か

１
）

さ
れ
」、

作
歌
に
う
ち
こ
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
格
的
な
作

歌
は
高
等
学
校
入
学
以
降
の
こ
と
と
な
る
。
自
筆
略
歴
に
も
、「
大
正
八
年

よ
り
作
歌
、
大
正
十
年
、
一
高
短
歌
會
幹
事
と

２
）

な
る
」
と
あ
り
、
旧
制
第

一
高
等
学
校
で
は
短
歌
会
の
「
幹
事
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

旧
制
第
一
高
等
学
校
（
以
下
、「
一
高
」
の
略
称
を
使
用
）
は
、
明
治
八

（
一
八
七
五
）年
に
東
京
英
語
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
、東
京
大
学
予
備
門
、

第
一
高
等
中
学
校
を
経
て
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
高
等
学
校
令

公
布
に
よ
り
「
第
一
高
等
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
二
三
（
一
八
九

〇
）
年
に
自
治
制
が
許
さ
れ
、
皆
寄
宿
の
自
治
寮
制
度
を
特
色
と
し
、
シ

ン
ボ
ル
は
「
護
國
旗
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
図
柄
は
、
真
紅
の
絹
地
に
二
条

の
白
線
を
引
き
、
中
央
の
「
國
」
の
字
を
抱
く
柏
葉
と
橄
欖
を
金
糸
で
縫

い
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
高
は
、「
護
國
旗
の
精
神
を
以
て
本
校
教
育
の

精
神
と
し

に
人
間
完
成
を
目
的
と
す
る
の
で
な
く
『
國
士
』
の
養
成
を

以
て
目
的

３
）

と
し
」た
国
士
教
育
の
場
で
も
あ
っ
た
。他
の
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー

ル
よ
り
も
多
く
の
志
望
者
が
あ
っ
た
一
高
は
、
明
治
三
四
年
に
は
入
試
倍

（

）
一
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率
が
四
・
四
倍
、
そ
し
て
大
正
四
年
に
は
七
倍
に
も
上
っ
て

４
）

い
た
。

東
京
市
出
身
の
井
上
（
一
高
時
代
は
本
名
「
井
上
司
朗
」
で
創
作
活
動

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
以
下
「
井
上
」
の
名
で
記
す
）
は
六
人
き
ょ
う
だ

い
の
末
男
児
で
あ
り
、
次
兄
は
横
浜
高
商
教
授
・
生
糸
経
済
研
究
所
長
の

井
上
鎧
三
（
明
治
三
三
・
一
九
〇
〇
〜
昭
和
一
四
・
一
九
三
九
）
で
あ
る
。

胸
を
病
ん
だ
父
親
よ
り
も
「
嚴
格
な
ス
パ
ル
タ
式
の
教
育

５
）

方
針
」
で
接
し

た
母
・
志
げ
子
は
、
井
上
鎧
三
と
司
朗
の
教
育
に
は
特
別
に
熱
を
入
れ
、

そ
の
環
境
下
で
、
井
上
も
受
験
勉
強
に
勤
し
ん
だ
。
当
時
築
地
に
あ
っ
た

立
教
中
学
校
で
は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
受
験
期
に
は
一
高
受
験

に
備
え
て
道
場
通
い
は
休
み
が
ち
に
な
り
、
毎
週
火
・
木
曜
は
神
田
の
講

習
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
と

６
）

い
う
。

そ
の
頃
、
父
親
の
療
養
も
あ
り
、
井
上
家
は
か
ね
て
か
ら
避
暑
に
利
用

し
て
い
た
保
養
地
に
別
荘
を
建
築
し
た
。
鎌
倉
町
滑
川
海
岸
橋
下
流
左
岸

の
下
河
原
に
建
て
た
そ
の
別
荘
で
、
井
上
司
朗
は
引
き
続
き
一
高
受
験
に

備
え
て

７
）

い
た
。
当
時
の
鎌
倉
は
政
・
財
・
官
・
学
界
の
エ
リ
ー
ト
層
の
別

荘
地
で
あ
り
、
井
上
家
の
別
荘
か
ら
五
、
六
分
の
距
離
に
、
一
高
の
名
物

教
授
・
菅
虎
雄
の
家
が
あ
っ
た
。
夏
目
漱
石
の
旧
友
で
あ
り
、
書
道
の
大

家
で
も
あ
っ
た
管
虎
雄
の
も
と
を
、
の
ち
に
井
上
司
朗
は
た
び
た
び
訪
れ

る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
近
く
に
は
、
菅
虎
雄
が
借
家
を
世
話
し
た

大
佛
次
郎
が
住
ん
で
い
た
。

作
家
・
大
佛
次
郎
は
、
一
高
二
年
在
学
時
に
、
寮
生
活
を
描
い
た
中
学

生
向
け
の
読
み
物
『
一
高
ロ
マ
ン
ス
』（
大
正
六
年
）
を
「
野
尻
草
雄
」
の

筆
名
で
上
梓
し
て
お
り
、
翌
年
五
月
に
は
四
版
と
な
る
ほ
ど
受
験
生
に
読

ま
れ
て
い
た
。
井
上
司
朗
は
一
高
入
学
後
の
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年

頃
、
先
輩
に
紹
介

８
）

さ
れ
、
大
佛
次
郎
の
知
遇
を
得
た
。
以
降
の
交
流
は
前

出
の
井
上
司
朗
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

井
上
司
朗
が
一
高
に
入
学
し
た
年
は
、「
同
期
で
親
し
か
っ
た
堀
辰
雄
君

と
神
西

９
）

清
君
」
と
い
う
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
大
正
一
〇
年
、
一
八
歳
の

こ
と
と

10
）

な
る
。
大
正
一
〇
年
の
一
高
入
学
者
に
は
、
堀
辰
雄（
理
乙
）、
神

西
清
（
理
乙
）、
小
林
秀
雄
（
文
丙
）、
深
田
久
彌
（
文
乙
）
ら
が
い
た
。

井
上
司
朗
は
深
田
久
彌
と
同
じ
く
「
文
乙
」＝

文
科
で
ド
イ
ツ
語
を
専
攻

す
る
乙
類
に
入
学
し
、
前
述
の
菅
虎
雄
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
。

約
三
〇
〇
人
の
新
入
生
と
と
も
に
、
井
上
司
朗
は
三
年
間
の
寮
生
活
を

送
り
、
撃
剣
部
（
剣
道
部
）
と
文
藝
部
で
活
動
し
た
。「
堀
、
神
西
と
私
と

は
、
特
に
堀
と
は
、
一
高
時
代
、
最
初
は
は
げ
し
い
ラ
イ
バ
ル
同
士
で
あ

り
、
後
に
親
友
と
な
っ
た
。（
略
）私
が
役
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
私
の
身

の
上
に
つ
い
て
一
番
親
身
に
な
っ
て
心
配
し
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
二
人

と
、
外
に
小
林
秀
雄
が

11
）

い
た
」
等
、
井
上
は
著
書
で
一
高
で
の
交
友
関
係

に
つ
い
て
し
ば
し
ば
触
れ
て
い
る
が
、
井
上
司
朗
と
堀
辰
雄
、
神
西
清
、

深
田
久
彌
ら
と
の
接
点
は
、
一
高
文
藝
部
の
『
校
友
會
雑
誌
』
で
あ
る
。
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『
校
友
會
雑
誌
』
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
一
二
日
に
内
務

省
認
可
を
う
け
、
同
年
一
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
所
は
「
第
一
高
等

学
校
校
友
會
」
と
記
さ
れ
、
奥
付
に
は
「
非
賣
品
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
、「
護
國
會
雑
誌
」
に
改
題
し
、
昭
和
一
九
（
一

九
四
四
）
年
六
月
に
廃
刊
と
な
る
ま
で
、
三
八
二
冊
が
発
行
さ
れ
た
。
二

〇
〇
六
年
に
な
っ
て
日
本
近
代
文
学
館
編
『
校
友
会

12
）

雑
誌
』
で
閲
覧
可
能

と
な
っ
た
が
、
全
三
八
二
冊
の
う
ち
、
関
東
大
震
災
を
は
さ
む
大
正
一
二

年
の
二
冊
（
二
九
三
号
、
二
九
五
号
）
は
未
発
見
の
た
め
閲
覧
不
可
能
と

な
っ
て

13
）

い
る
。
上
田
敏
、
谷
崎
潤
一
郎
、
川
端
康
成
、
高
見
順
、
中
島
敦
、

立
原
道
造
ら
を
輩
出
し
た
こ
の
文
芸
誌
の
概
観
は
、
稲
垣
眞
美
氏
『
旧
制

一
高
の
文
学
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
一
高
文
藝
部
は
、
入
部
希
望
者

は
だ
れ
で
も
自
由
に
入
部
で
き
て
活
動
す
る
と
い
う
通
常
の
部
と
は
性
格

が
異
な
っ
て
い
た
。「
先
任
の
委
員
が
後
継
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
選
ん
だ

人
々
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
、
代
々
の
文
芸
部
委
員
を
つ

14
）

と
め
」、
年
ご

と
に
、
生
徒
間
で
自
主
的
に
選
ば
れ
た
四
、
五
人
の
委
員
が
運
営
し
て
い

く
と
い
う
、
い
わ
ば
文
芸
エ
リ
ー
ト
の
組
織
で
も
あ
っ
た
。

稲
垣
氏
の
通
史
的
研
究
は
稀
少
な
先
行
研
究
で
あ
り
、
そ
の
芳
著
に
多

く
拠
り
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
閲
覧
し
う
る
一
次
資
料
を
適
宜
引
用
し
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
高
時
代
の
井
上
司
朗
の
創
作

活
動
と
交
友
関
係
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二

「
一
高
短
歌
會
」

『
校
友
會
雑
誌
』に
井
上
司
朗
が
発
表
し
た
作
品
は
、
小
説
一
編
と
、
多

数
の
短
歌
で
あ
る
。

短
歌
創
作
は
、
一
高
生
の
創
作
活
動
で
も
一
つ
の
大
き
な
流
れ
を
な
し

て
い
た
。
端
緒
は
第
一
高
等
中
学
校
時
代
、
落
合
直
文
が
国
文
学
科
の
教

授
を
つ
と
め
た
こ
と
で

15
）

あ
る
。
東
京
帝
大
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
た
落
合

直
文
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
創
立
の
国
語
伝
習
所
主
任
講
師
と

な
り
、
歌
を
講
じ
な
が
ら
、
和
歌
改
良
を
実
作
・
論
と
も
に
進
め
る
「
あ

さ
香か
社
」
を
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
創
立
し
た
。
あ
さ
香
社
に
集
っ

た
若
き
ら
の
顔
ぶ
れ
に
一
高
出
身
の
東
大
学
生
が
多
い
こ
と
は
、
新
間
進

一
「
落
合
直
文
と
あ
さ

16
）

香
社
」
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
塩
田
雨

江
、
武
島
羽
衣
、
大
町
桂
月
、
内
海
月
杖
ら
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
そ
の

落
合
直
文
が
選
者
と
な
り
、
同
年
秋
、
一
高
に
「
歌
學
會
」
が
誕
生
し
た
。

落
合
直
文
は
、
教
授
の
立
場
で
『
校
友
會
雑
誌
』
に
作
品
も
寄
稿
し
て

い
た
。
三
首
を
引
用
し
て
お
く
。

櫻

緋
威
の
鎧
を
つ
け
て
太
刀
は
き
て
見
ば
や
と
ぞ
お
も
ふ
山
さ
く
ら
花
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上
野
山
に
花
見
に
も
の
し
て

武
士
の
か
ば
ね
さ
ら
し
ゝ
と
こ
ろ
と
も
志
ら
で
や
人
の
花
を
見
る
ら

む

太
刀
を
拭
ひ
け
る
日

身
に
つ
け
し
そ
の
世
こ
ひ
し
く
お
も
ふ
か
な
太
刀
見
る
た
び
に
太
刀

と
る
ご
と
に

以
上
三
首
、
落
合
直
文

『
校
友
會
雑
誌
』
一
七
号
（
明
治
二
五
・
五
・
二
七
）

一
首
目
、
武
士
の
晴
れ
姿
で
あ
る
「
緋ひ
威おどしの
鎧
」
を
つ
け
て
桜
を
愛
で

た
い
、
と
歌
う
国
士
ふ
う
の
一
首
は
、
生
徒
・
学
生
た
ち
に
愛
唱
さ
れ
、

「
緋
威
の
直
文
」と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
没
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
萩
之
家
歌
集
』（
明
治
三
九
年
）
の
代
表
歌
で
も
あ
る
。

前
出
『
旧
制
一
高
の
文
学
』
に
よ
る
と
、
落
合
直
文
を
慕
っ
て
、
歌
学

会
に
は
一
時
は
寮
生
が
八
〇
人
あ
ま
り
も
参
加
し
、
そ
の
中
に
、
沼ぬ
波なみ
瓊けい

音おん
（
本
名
・
武
夫

明
治
三
一
年
文
科
卒

の
ち
、
一
高
教
授
）、
尾
上
柴

舟
（
本
名
・
八
郎

同
年
文
科
卒
）
ら
が
い
た
。『
校
友
會
雑
誌
』
に
は
そ

れ
ぞ
れ
本
名
で
詠
草
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

月
の
う
た
の
中
に

わ
が
お
も
ふ
方
は
い
づ
こ
ぞ
は
て
も
な
き
大
海
原
に
月
て
り
わ
た
る

尾
上
八
郎

省
の
み
ち
に
て

お
の
つ
か
ら
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
け
り
今
宵
し
も
わ
か
故
里
に
い
ぬ
る
と
お

も
へ
は

沼
波
武
夫

同
右

五
一
号
（
明
治
二
八
・
一
一
・
三
〇
）

落
合
直
文
は
、
糖
尿
病
を
患
う
な
ど
健
康
を
害
し
た
た
め
に
一
高
を
辞

し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
歌
学
会
の
名
は
消
滅
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

歌
学
会
の
流
れ
を
く
む
「
一
高
短
歌
會
」
が
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

年
に
発
足
し
た
。

一
高
短
歌
会
発
足
の
あ
い
さ
つ
「
一
高
短
歌
會
に
就
て
」
は
、「
白
梅
の

一
枝
ま
づ
蕾
を
破
り
て
向
陵
の
春
を
告
ぐ
、
茲
に
吾
人
同
趣
味
の
者
相
會

し
て
一
高
短
歌
會
成
る
」
と
、
同
年
二
月
の
『
校
友
會
雑
誌
』
一
五
四
号

に
「
陽
炎
生
」
の
名
で
書
か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
黒
田
陽
炎
（
本
名
・
朋

信

明
治
四
〇
年
文
科
卒
）
で
あ
り
、
当
時
、
佐
瀬
蘭
舟
（
本
名
・
武
雄
、

明
治
三
六
年
英
法
入
学
、
の
ち
中
退
）
ら
と
と
も
に
幹
事
を
つ
と
め
て
い

た
。明

治
三
〇
年
代
は
、
新
し
く
興
っ
た
俳
句
会
の
勢
い
も
あ
り
、
歌
学
会
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以
来
の
作
歌
活
動
は
若
干
滞
っ
て
い
た
。
前
述
の「
一
高
短
歌
會
に
就
て
」

に
も
「
短
歌
又
は
美
文
等
に
親
む
を
以
て
向
陵
の
健
兒
が
健
全
な
る
態
度

に
あ
ら
ず
と
罵
る
も
の
」が
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
そ
の
罵
り
に
対
し
て
、

作
歌
は
「
一
つ
の
趣
味
」
で
は
あ
る
が
、「
發
し
て
三
十
一
字
を
成
す
時
、

其
處
に
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
感
在
り
」
と
い
う
魅
力
を
主
張
し
て
い
る
。

一
高
短
歌
会
で
は
、
歌
会
の
詠
草
は
選
抜
し
て
誌
面
に
掲
載
す
る
と
い

う
方
針
が
と
ら
れ
、
同
号
か
ら
「
一
高
短
歌
會
詠
草
」
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以
降
明
治
末
期
は
『
校
友
會
雑
誌
』
の
ほ
ぼ
毎
号
に
「
短

歌
會
詠
草
」
が
掲
載
さ
れ
、
大
正
期
に
は
、
短
歌
会
の
勢
い
は
文
芸
部
内

部
で
も
強
く
な
っ
て
い
た
。
以
下
は
大
正
三
、
四
年
頃
の
回
顧
談
で
あ
る

が
、「
私
が
一
高
に
ゐ
た
と
き
は
、
文
藝
部
は
（
略
）『
短
歌
會
』
内
閣
で

あ

17
）

つ
た
」
と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、「
一
高
短
歌
會
」
の
存
在
感

を
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
生
徒
の
側
で
も
短
歌
を
愛
好
す
る
層
が
厚
く
、

前
述
の
大
佛
次
郎
（
野
尻
草
雄
）
の
『
一
高
ロ
マ
ン
ス
』
に
は
、「
早そう
中ちう
」

出
身
の
体
格
の
良
い
新
入
生
の
荷
物
に
、
與
謝
野
晶
子
の
『
春
泥
集
』
は

じ
め
多
く
の
歌
集
が
あ
る
こ
と
を
語
り
手
の
「
僕
」
が
発
見
す
る
場
面
が

あ
る
。「
僕
」
が
そ
の
新
入
生
に
「
和
歌
を
お
や
り
で
す
か
」
と
聞
く
と
、

か
れ
は
、「
顔
を
心
持
赤
く
し
て
五
分
刈
り
頭
を
が
り
が
り

き
な
が
ら

『
い
や
、
な
あ
に
、
ほ
ん
の
好
き
だ
と
云
ふ
だ
け
で
す
。
下
手
の
横
好
き
と

で
も
云
ふ
ん
で
せ
う
』」と
応
え
た
。
こ
の
部
分
は
大
正
六
年
の
書
き
下
ろ

し
部
分
（「
入
寮
記
」）
で
あ
り
、
当
時
の
一
高
生
の
短
歌
浸
透
度
の
証
言

と
も
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
短
歌
愛
好
者
に
実
作
を
強
く
勧
め
て
い
っ
た
の
は
、
吉
植

庄
亮
（
明
治
四
三
年
英
法
卒
）
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
印
旛
沼
の
開
墾
事
業

を
完
成
さ
せ
、
衆
議
院
議
員
を
つ
と
め
た
吉
植
で
あ
る
が
、
一
七
歳
か
ら

作
歌
を
は
じ
め
、
尾
上
柴
舟
ら
の
『
新
聲
』
に
も
投
稿
し
て
い
た
。
吉
植

庄
亮
は
『
校
友
會
雑
誌
』
に
歌
評
と
作
品
を
多
数
寄
せ
る
と
と
も
に
、
会

の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
。
そ
の
尽
力
ぶ
り
は
、
新
入
生
を
さ
ま
ざ
ま
な

部
が
勧
誘
し
て
ま
わ
る
時
期
、
吉
植
も
短
歌
会
の
幹
事
と
し
て
、
夜
、
提

灯
を
も
っ
て
寮
の
一
年
生
を
「
物
色
し
て
歌
の
作
れ
さ
う
な
奴
と
見
て
入

會
を
す
ゝ
め
に
あ
る

18
）

い
た
」
と
い
う
回
顧
談
が
物
語
っ
て
い
る
。

『
校
友
會
雑
誌
』は
吉
植
庄
亮
の
卒
業
近
く
に
二
百
号
を
迎
え
た
。
そ
の

二
百
号
紀ママ
念
号
（
明
四
三
・
一
二
・
六
）
に
、
卒
業
生
ら
が
短
歌
を
寄
せ

て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

明
ら
け
き
心
の
く
ま
に
一
點
の
か
な
し
き
濁
り
し
み
て
煙
れ
り

吉
植
庄
亮

入
つ
日
の
あ
か
き
光
の
み
な
ぎ
ら
ふ
花
野
は
と
ほ
く
ほ
け
溶
く
る
な

り

齋
藤
茂
吉

ひ
た
ふ
る
に
心
す
さ
み
て
み
佛
の
手
の
く
み
や
う
も
な
かママ
つ
か
し
き
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こ
ろ

半
田
良
平

同
右

二
百
号
紀ママ
念
号
（
明
四
三
・
一
二
・
六
）

二
首
目
の
斎
藤
茂
吉
は
一
高
三
年
時
に
正
岡
子
規
の
遺
歌
集
『
竹
の
里

歌
』
に
邂
逅
し
、
卒
業
後
の
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
伊
藤
左
千
夫

に
入
門
し
て
か
ら
本
格
的
に
作
歌
を
開
始
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
高
在
学

中
は
『
校
友
會
雑
誌
』
と
は
縁
が
な
く
、
右
記
の
二
百
号
か
ら
時
折
寄
稿

を
し
て
い
る
。
三
首
目
の
半
田
良
平
は
、
仙
台
の
二
高
か
ら
東
京
帝
大
に

進
学
し
、
当
時
は
窪
田
空
穂
を
中
心
と
し
た
十
月
会
に
参
加
す
る
新
進
歌

人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
人
脈
か
ら
講
師
を
迎
え
、
一
高
短
歌
会
は
、
校
舎

前
の
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
な
ど
で
歌
会
を
重
ね
た
。
招
か
れ
た
講
師
の
顔
ぶ
れ

は
、
新
詩
社
『
明
星
』
の
與
謝
野
寛
、
與
謝
野
晶
子
ら
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の

斎
藤
茂
吉
、
藤
澤
古
實
ら
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
か
ら
離
れ
『
日
光
』
に
拠
っ
た

古
泉
千
樫
、『
生
活
と
芸
術
』
か
ら
『
日
光
』
創
刊
に
参
画
し
た
土
岐
哀
果

（
善
麿
）、
竹
柏
会
『
心
の
花
』
の
佐
佐
木
信
綱
、『
潮
音
』
の
太
田
水
穂
、

『
國
民
文
学
』
の
半
田
良
平
、
そ
し
て
『
勁
草
』
の
宇
都
野
研
ら
、
明
治
末

か
ら
大
正
期
の
歌
壇
の
縮
図
と
も
い
え
る
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
一
高
短
歌
会
幹
事
を
つ
と
め
た
井
上

司
朗
の
作
品
は
、
翌
年
二
月
刊
行
の
『
校
友
會
雑
誌
』
二
八
七
号
に
初
め

て
掲
載
さ
れ
た
。「
短
歌
會
十
一
月
例
會
詠
草
」と
し
て
一
三
人
の
作
品
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
会
の
講
師
は『
潮
音
』の
太
田
水
穂
で
あ
っ

た
。

短
歌
會
十
一
月
例
會
詠
草

君
が
家
の
月
夜
の
庭
に
鳴
い
て
ゐ
る
一
つ
の
蟲
に
心
ひ
か
る
る

太
田
水
穂

う
ら
う
ら
と
澄
め
る
秋
日
よ
蘆
の
湖
四
里
帆
を
あ
げ
て
我
が
渡
り
來

し此
の
夜
鐵
路
に
臥
し
て
伊
豆
の
海
の
あ
は
き
を
見
つ
ゝ
銃
か
き
い
だ

く

（
行
軍
に
て
）

防
禦
戦
布
く
と
て
今
し
曉
の
鐵
路
の
草
に
銃
劔
の
光
る

（
同
上
）

以
上
三
首
、
井
上
司
朗

同
右

二
八
七
号
（
大
正
一
一
・
二
・
一
八
）

引
用
の
と
お
り
、
の
ち
に
逗
子
八
郎
名
で
新
短
歌
運
動
に
投
ず
る
以
前

の
井
上
司
朗
は
、
定
型
を
遵
守
し
た
歌
づ
く
り
を
続
け
て
い
た
。

後
に
井
上
司
朗
は
、「
私
達
は
大
正
十
二
年
、
伝
統
あ
る
一
高
短
歌
会
に

し
ば
し
ば
お
招
き
し
た
太
田
水
穂
氏
に
よ
っ
て
、
芭
蕉
へ
の
開
眼
を
つ
よ

く
す
す
め
ら

19
）

れ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
以
上
の
詠
草
か
ら
、
歌
会
で
初
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め
て
太
田
水
穂
と
同
席
し
た
の
は
大
正
一
〇
年
一
一
月
の
例
会
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が

20
）

え
る
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
『
勁
草
』
を
創
刊
し
、
逗
子
八
郎
／
井
上

司
朗
を
客
員
に
迎
え
た
宇
都
野
研
も
一
高
出
身
で
あ
る
。
明
治
三
六
年
の

卒
業
で
あ
り
、
同
期
に
は
夏
目
漱
石
門
下
の
森
田
草
平
、
ま
た
宇
都
野
の

寮
の
同
室
に
は
評
論
・
翻
訳
で
活
躍
し
た
生
田
長
江
が
い
た
。
宇
都
野
研

は
小
児
科
医
開
業
後
の
四
〇
歳
か
ら
作
歌
を
始
め
た
た
め
、
在
学
中
の
作

品
は
『
校
友
會
雑
誌
』
に
は
な
く
、
短
歌
会
の
講
師
と
し
て
大
正
一
一
、

一
五
〜
昭
和
六
年
に
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
一
年
五
月
例
會

五
月
十
二
日

於
パ
ラ
ダ
イ
ス

寝
む
と
思
ふ
室
の
眞
闇
を
飛
べ
る
蠅
物
に
ぶ
つ
か
り
立
つ
る
音
す
も

宇
都
野
研

籠
り
居
の
雨
音
さ
び
し
我
が
こ
ゝ
ろ
む
な
し
き
ご
と
く
壁
を
見
つ
め

ぬ寄
り
そ
へ
ど
心
は
む
な
し
汝
が
性
に
し
た
し
み
が
た
く
一
日
歩
け
り

峽
間
路
は
ひ
る
も
小
暗
く
時
雨
せ
り
ぬ
れ
し
草
鞋
は
か
そ
け
き
音
た

つ

以
上
三
首
、
井
上
司
朗

同
右

二
八
九
号
（
大
正
一
一
・
七
・
一
）
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宇
都
野
研
と
二
六
歳
離
れ
た
井
上
司
朗
と
の
出
会
い
は
、
こ
の
歌
会
が

一
つ
の
縁
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
年
九
月
の
例
会
に
は
、
新
詩
社
の
與
謝
野
晶
子
、
與
謝
野
寛
夫
妻
と
、

一
高
出
身
の
平
野
萬
里
が
講
師
に
招
か
れ
て
い
る
。
平
野
萬
里
は
明
治
三

五
年
に
工
科
に
入
学
、
在
学
中
か
ら
す
で
に
新
詩
社
に
加
入
し
て
出
詠
し

て
お
り
、『
校
友
會
雑
誌
』に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、『
校

友
會
雑
誌
』
に
歌
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
例
会
で
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

九
月
例
會

九
月
二
十
二
日

於
鉢
の
木

吾
指
と
ダ
リ
ヤ
の
影
と

て
あ
り
ぬ
い
み
じ
く
白
き
秋
の
夜
の
草

與
謝
野
晶
子

快
く
海
よ
り
き
た
る
風
あ
り
て
詩
人
の
髪
の
う
ち
な
び
く
時與

謝
野
寛

深
川
の
空
の
虚うつろに
立
ちママ
ぼ
る
煙
の
林
都
會
は
死
な
ず

平
野
萬
里

思
は
じ
と
思
へ
ど
思
ふ
磯
づ
た
ひ
事
々
す
ぎ
し
潮
騒
の
音

水
に
う
つ
る
月
た
ま
ゆ
ら
に

れ
つ
ゝ
水
面
を
は
し
る
水
蟲
の
か
げ

以
上
二
首
、
井
上

司
朗

同
右

二
九
一
号
（
大
正
一
一
・
一
二
・
二
〇
）

こ
れ
ら
の
例
会
で
、
井
上
司
朗
は
ど
の
講
師
か
ら
最
も
影
響
を
受
け
た

の
か
。『
ア
ラ
ラ
ギ
』
伊
藤
左
千
夫
門
下
の
古
泉
千
樫
（
明
治
一
九
・
一
八

八
六
〜
昭
和
二
・
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
の
ち
に
書
か
れ
た
逗
子
／
井
上

の
作
家
経
歴
に
「
大
正
九
年
古
泉
千
樫
の
門
に

21
）

入
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、

「
私
と
竹
内
敏
雄
君
と
は
、
大
正
十
一
年
か
ら
古
泉
千
樫
の
愛
弟
子

22
）

だ
が
」

と
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
一
歳
の
若
さ
で
没
し
た
古
泉
千
樫
の
、

ほ
ぼ
晩
年
の

咳
に
ふ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
時
は
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
編
集
発
行
も
ま
か
さ
れ
た
古
泉
千
樫
は
、
編
集

上
の
こ
と
か
ら
斎
藤
茂
吉
と
離
反
し
、
こ
の
頃
は
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
と
は
疎

遠
に
な
っ
て
い
た
。
大
正
一
三
年
創
刊
の
『
日
光
』
に
加
わ
る
直
前
の
時

期
で
も
あ
っ
た
が
、
井
上
の
言
に
よ
れ
ば
、
そ
の
古
泉
の
「
愛
弟
子
」
が
、

井
上
司
朗
と
、
一
年
後
輩
の
竹
内
敏
雄
（
大
正
一
四
年
卒
、
文
甲

の
ち

東
大
名
誉
教
授
・
美
学
者
）
で
あ
っ
た
。

大
正
一
二
年
の
二
九
四
号
に
は
、
古
泉
千
樫
・
井
上
司
朗
・
竹
内
敏
雄

の
三
人
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
高
短
歌
會
詠
草

五
月
例
會

於
ラ
パ
マ
マ

ダ
イ
ス

ま
ひ
る
野
の
靑
草
が
な
か
に
あ
り
し
か
ば
心
あ
や
し
く
妹いも
し
戀
ほ
し

も

古
泉
千
樫
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天
つ
日
の
ひ
か
り
あ
ま
ね
き
晝
磯
に
櫻
貝
採
る
と
あ
そ
ぶ
少
女
ら

井
上
司
朗

お
の
づ
か
ら
寄
せ
び
く
波
の
音
た
え
て
春
の
な

マ

マ

は
ぎ
さ
潮
干
け
ら
し

も

竹
内
敏
雄

同
右

二
九
四
号
（
大
正
一
二
・
七
・
七
）

竹
内
敏
雄
は
翌
一
三
年
度
、
堀
辰
雄
、
神
西
清
ら
と
文
藝
部
委
員
を
つ

と
め
る
こ
と
に
な
る
が
、『
校
友
會
雑
誌
』へ
の
出
詠
は
、
短
歌
連
作
の
ほ

か
長
歌
も
あ
り
、
そ
れ
ら
一
高
時
代
の
短
歌
は
、
東
京
帝
大
進
学
後
に
歌

集
『
冬
空
』（
大
正
一
四
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
未
見
）。

紀
行
『
日
本
百
名
山
』（
昭
和
三
九
年
）
で
知
ら
れ
る
深
田
久
彌
（
大
正

一
五
年
卒

文
乙
）も
、こ
の
歌
会
同
席
の
一
四
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ

た
。

一
高
短
歌
會
詠
草

五
月
例
會

於
ラ
パ
マ
マ

ダ
イ
ス

ま
ど
越
し
に
ふ
る
と
も
見
え
る
雨
な
が
ら
枇
杷
の
葉
末
ゆ
お
つ
る
あ

ま
だ
れ

深
田
久
彌

同
右

二
九
四
号
（
大
正
一
二
・
七
・
七
）

深
田
久
彌
は
『
校
友
會
雑
誌
』
に
小
説
も
寄
せ
て
い
る
が
、
掲
載
さ
れ

た
「
短
歌
會
例
會
」
に
は
四
回
参
加
し
て
お
り
、
四
回
と
も
井
上
司
朗
と

同
席
し
て
い
る
。
一
高
で
は
山
岳
部
に
も
属
し
て
い
た
深
田
久
彌
と
、
就

職
先
の
安
田
銀
行
山
岳
会
で
登
山
を
趣
味
と
し
た
井
上
司
朗
は
、
当
時
か

ら
登
山
も
同
行
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は

未
見
で
あ
る
が
、
井
上
の
逗
子
八
郎
名
で
の
山
岳
紀
行
集
『
山
征
か
ば
』

に
は
、
当
時
、
短
歌
会
の
人
々
と
「
幾
首
か
の
心
ゆ
く
歌
を
つ
く

23
）

る
爲
」

に
武
州
御
嶽
山
に
登
っ
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。
同
行
し
た
「
僕
の

せ
た
同
級
生
」
の
横
川
久
太
郎
は
「
多
分
太
田
水
穂
さ
ん
に
師
事
し
て

ゐ
た
ろ
う
」、
ま
た
、「
背
の
高
い
優
し
い
先
輩
」
で
あ
り
「
そ
の
時
大
學

の
工
科
二
年
に
進
ん
で
ゐ
た
小
原
節
三
氏
」は
、「
も
う
そ
の
頃
立
派
な
ア

ラ
ラ
ギ
同
人
に
な
つ
て
ゐ
た
」
と
あ
る
。
大
正
一
二
年
、
井
上
、
横
川
、

小
原
の
三
人
と
深
田
久
彌
は
、
古
泉
千
樫
を
講
師
に
招
い
た
歌
会
で
も
一

堂
に
会
し
て
い
た
。
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

短
歌
會
詠
草
（
十
一
月
三
十
日
、
於
パ
ラ
ダ
イ
ス
）

紅
葉
み
て
今
日
は
遊
び
つ

り
行
か
ば
焼
け
し
都
に
忙
し
き
吾
を

古
泉
千
樫

白
菊
を
い
け
た
る
か
め
よ
宵
ご
と
に
枕
べ
に
し
て
わ
が
ね
む
り
け
り

小
原
節
三

す
が
れ
た
る
唐
黍
畑
に
風
出
で
て
葉
ず
れ
の
さ
や
ぎ
ひ
び
く
夕
空
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横
川
久
太
郎

千ち
萬よろづの
人
死
な
し
む
る
大
地
震
の
揺
る
べ
き
年
に
得
た
る
君
か
も

（
逝
き
し
子
へ
）
井
上
司
朗

夕
や
け
し
濱
の
な
ぞ
へ
の
五
葉
松
の
幹
に
ま
ば
ら
な
そ
の
枝
の
か
げ

深
田
久
彌

同
右

二
九
七
号
（
大
正
一
三
・
五
・
二
〇
）

歌
会
の
日
付
か
ら
関
東
大
震
災
後
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
古
泉
千
樫
と
井
上
司
朗
の
作
品
は
、
帝
都
・
東
京
の
震
災
後
の
風

景
の
証
言
に
も
な
っ
て
い
る
。

三

井
上
司
朗
の
定
型
短
歌

短
歌
会
で
の
詠
草
の
ほ
か
、
井
上
司
朗
は
在
学
中
、
短
歌
連
作
を
二
八

九
号
、
二
九
〇
号
、
二
九
四
号
の
三
号
に
わ
た
っ
て
発
表
し
て
お
り
、
二

九
六
号
に
は
小
説
も
一
編
発
表
し
て
い
る
。

二
九
〇
号
掲
載
の
「
由
比
ケ
濱
」
二
一
首
は
、「
秋
づ
く
濱
邊
」
一
一
首

と
「

章
」
一
〇
首
か
ら
な
る
定
型
短
歌
で
あ
る
。

由
比
ケ
濱

井
上
司
朗

秋
づ
く
濱
邊

く
だ
け
散
る
波
よ
り
生あ
れ
て
入
つ
日
の
あ
か
き
に
映
ゆ
る
泡
沫
うたかた

の
い

ろ日
は
落
ち
て
く
ら
み
ま
し
ゆ
く
な
ぎ
さ
べ
に
く
ず
る
ゝ
波
の
た
ゞ
し

ろ
く
見
ゆ

岩
と
岩
の
は
ざ
ま
の
ぬ
く
き
潮
た
ま
り
雲
か
げ
う
つ
る
ひ
る
の
し
づ

け
さ

章

か
け
追
ひ
て
幾
夜
さ
び
し
く
あ
ゆ
み
け
む
由
比
ケ
濱
べ
も
秋
づ
き
に

け
り

忘
れ
得
ぬ
聲
き
く
に
さ
へ
な
げ
か
れ
つ
は
か
な
き
俤かげ
は
ひ
と
り
思
は

む夢
に
入
れ
ば
こ
ゝ
ろ
さ
へ
い
ま
は
た
の
ま
れ
ず
思
ひ
告
げ
得
む
人
な

ら
な
く
に

同
右

二
九
〇
号
（
大
正
一
一
・
一
〇
・
三
〇
）

端
整
な
定
型
短
歌
で
あ
り
、
浜
辺
に
日
が
没
す
る
ま
で
の
波
の
色
と
陰

翳
の
変
化
、
ま
た
、
季
節
の
推
移
が
丁
寧
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
。「
由

比
ケ
濱
」
は
井
上
家
の
別
荘
か
ら
徒
歩
圏
に
あ
る
親
し
い
浜
で
あ
り
、
ま

た
、
大
佛
次
郎
夫
妻
ら
も
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
場
所
で
あ
っ
た
。
後
半
の
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「

章
」の
歌
に
は
茫
洋
と
し
た
人
事
詠
も
登
場
し
て
い
る
が
、
の
ち
に
書

か
れ
た
小
説
の
題
材
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

翌
年
の
二
九
四
号
に
は
「
哀

の
樹
蔭
」
の
題
で
、
小
題
「
秋
」
四
首
、

「
春
」二
六
首
、「
そ
の
か
み
の
歌
」三
七
首
の
計
六
七
首
が
六
頁
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
「
一
九
二
三
、
五
、
改
作
」
と
付
さ
れ
て

お
り
、
過
去
の
作
品
を
改
め
、
ま
と
め
て
掲
載
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

数
首
ず
つ
引
い
て
み
た
い
。

哀

の
樹
蔭

井
上
司
朗

秋

昨
秋
朝
比
奈
峠
を
越
え
て
武
蔵
金
澤
に
赴
け
り

お
の
づ
か
ら
日かげ
り

は
は
や
き
山やま
峽がひ
を
か
く
ゆ
き
久
し
お
の
が
靴
音

春

日
に
け
に
山
の
若
葉
は
ふ
か
し
、
友
を
御
堂
ケ
谷
に
訪
ふ

段
か
づ
ら
葉
ざ
く
ら
道
と
な
り
に
け
り
セ
ル
つ
け
し
少
女こ

の
ほ
ゝ
の

あ
か
る
さ

目ま
見み
あ
げ
て
ふ
か
き
若
葉
に
息
づ
け
り
わ
れ
に
傾
く
楢
山
の
樹
々

そ
の
か
み
の
歌

省

あ
け
て
出
て
來
し
人
に
お
ど
ろ
け
り
す
こ
や
か
に
し
て
妹
は
あ
り

に
し

京
の
前
夜

妹
寝
ね
て
こ
の
家
ぬ
ち
の
夜
は
ふ
か
し
雨
戸
に
ふ

る
る
庭
の
竹
の
葉

夜
を
ふ
か
み
燈ともしの
も
と
に
な
が
母
と
語
る
思
の
つ
き
ざ
り
し
か
も

同
右

二
九
四
号
（
大
正
一
二
・
七
・
七
）

い
ず
れ
も
旅
先
、
ま
た
は
帰
省
し
た
実
家
が
歌
材
と
な
っ
て
お
り
、
寮

で
の
日
常
に
即
し
た
生
活
詠
で
は
な
い
。「
け
り
」の
多
用
が
一
連
を
単
調

に
し
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
破
綻
の
な
い
歌
い
ぶ
り
で
あ
る
。
妹
が
病
み

が
ち
で
あ
る
こ
と
も
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
久
か
た
ぶ
り
の
家
族
と
の
団
ら

ん
は
、
素
直
な
感
情
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

年
次
は
前
後
す
る
が
、
二
八
九
号
（
大
正
一
一
年
）
に
発
表
し
た
二
二

首
の
「
旅
の
う
た
」
も
全
編
旅
先
で
の
作
品
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
「
旅
」

の
詳
細
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
旅
の
う
た
」
前
半
の
一
六
首
に
は
「
彌
生
旅
行
の
途
上
」
と
後
注
が
あ

る
が
、「
彌
生
旅
行
」は
三
月
の
旅
行
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
一
高
と
学

習
院
、
東
京
帝
大
の
撃
剣
部
の
有
志
が
集
っ
た
「
彌
生
會
」
で
の
旅
を
さ
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す
。「
彌
生
會
」
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
六
日
か
ら
一
六
日

ま
で
北
陸
遠
征
を
し
た
。
そ
の
行
程
は
『
校
友
會
雑
誌
』
同
号
に
「
撃
劔

部
報

彌
生
會
北
陸
遠
征
之
記
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
の

記
載
は
な
い
が
、
参
加
者
二
九
人
の
中
に
「
井
上
司
朗
」
の
名
前
が
あ
る
。

井
上
司
朗
は
中
学
生
の
頃
、金
沢
藩
直
心
影
流
の
木
村
敷のぶ
秀ひで
師
範
に
入
門
、

一
高
で
も
文
藝
部
と
と
も
に
撃
剣
部
に
所
属
し
て
い
た
。
同
じ
木
村
門
の

剣
友
・
市
川
清
敏
（
ソ
ニ
ー
創
業
者
の
一
人
・
井
深
大
の

24
）

義
弟
）
も
こ
の

北
陸
遠
征
に
参
加
し
て
お
り
、
井
上
司
朗
と
同
じ
旅
程
に
あ
っ
た
。
以
下
、

短
歌
作
品
の
前
に
、
詞
書
き
ふ
う
に
「
撃
劔
部
報

彌
生
會
遠
征
之
記
」

を
併
記
し
、
歌
の
背
景
を
補
足
し
て
い
き
た
い
。

旅
の
う
た

井
上
司
朗

四
月
六
日

午
後
八
時
四
十
五
分
東
京
驛
を
發
し
て
よ
り
（
略
）
一
氣
に
し
て
西
下
長

濱
を
つ
く
。

北
國
小
景

夜
く
だ
ち
に
山
ふ
か
く
汽
車
の
入
り
に
け
り
谷
に
こ
も
り
て
さ
や
け

き
瀬
の
音

（
車
窓
四
首
）

四
月
八
日

一
同
五
時
半
起
床
、
港
は
大
船
小
船
で
う
づ
め
ら
れ
、
海
彼
渺
々
と
し
て

勝
景
實
に
い
は
ん
方
な
し
。
金
ヶ
崎
城
趾
の
山
腹
を
縫
ふ
櫻
花
爛

と
し
て
雲
か

花
か
と
疑
は
る
ゝ
計
り
な
り
。

十
時
よ
り
警
察
署
に
て
稽
古
す
。（
略
）
相
手
は
皆
警
察
署
員
及
び
憲
兵
な
り
。

二
時
間
に
し
て
終
へ
、
署
員
の
案
内
に
て
金
ヶ
崎
城
趾
に
至
り
、（
略
）

疫
研
究

所
を
見
、
松
原
公
園
を
經
て
午
後
四
時
三
十
六
分
多
數
の
見
送
り
を
受
け
敦
賀
を

辭
す
。

櫻
い
ま
眞
白
な
り
け
り
潮うしほの
香
か
す
か
に
に
ほ
ふ
石きだ
階はし
の
上
に

（
金
ヶ
崎
二
首
）

は
る
は
る
と
都
を
さ
か
り
つ
る
が
な
る
松
原
に
ま
ひ
る
海
鳴
を
き
く

（
松
原
公
園
三
首
）

語
る
す
べ
な
き
一
時
を
な
れ
や
忘
る
と
も
そ
の
松
原
は
な
が
く
忘
れ

じ
四
月
十
一
日

午
後
二
時
よ
り
四
高
道
場
無
聲
堂
に
て
稽
古
を
開
始
す
。
始
め
中
等

學
校
と
對
す
。（
略
）
約
五
十
分
に
し
て
四
高
及
び
醫
専
と
代
る
。（
略
）
彼
は
北
國

に
技
を
練
る
四
高
健
兒
我
は
東
都
に
氣
を
練
る
向
陵
男
子
、
一
騎
當
千
の
若
武
者

共
、
茲
を
先
途
と

ふ
。

四
月
十
二
日

十
時
四
十
分
金
澤
を
立
つ
て
七
尾
に
向
ふ
。（
略
）
七
尾
港
よ
り
汽
船
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に
て
海
路
勝
景
を
送
れ
ば
和
倉
温
泉
に
至
る
。
遙
か
後
に
望
む
は
白
雪
皚
々
た
る

白
馬
、
立
山
連
峰
な
り
。

菜
畠
の
傾
斜
な
だ
れ

き
は
ま
り
し
松
山
の
木
の
間
を
透す
き
て
あ
ほ
き
海
見
ゆ

（
七
尾
灣
五
首
）

島
か
げ
に
落
ち
て
ゆ
く
海
の
夕
陽ひ

の
は
や
き
舳へ
先さき
に
あ
か
き
友
の
顔

な
ら
ぶ

こ
の
宿
の
床
下
ゆ
か

ち
か
く
海
は
た
ゆ
た
へ
り
岩
藻
を
く
ゞ
り
し
は
し
る

魚
見
ゆ

（
和
倉
温
泉
）

同
右

二
八
九
号
（
大
正
一
一
・
七
・
一
）

一
高
、
東
京
帝
大
と
い
う
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
撃
剣
部
の
動
向
が
つ
ぶ
さ

に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
撃
劔
部
報

彌
生
會
北
陸
遠
征
之
記
」
と

比
す
る
に
、
短
歌
作
品
で
は
抒
情
質
が
際
立
っ
て
い
る
。
五
感
を
通
し
た

描
写
は
技
術
的
に
も
練
ら
れ
て
お
り
、
対
象
に
肉
迫
し
な
が
ら
も
過
剰
な

詠
嘆
を
避
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
力
量
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
井
上
司
朗
の
定
型
短
歌
に
対
す
る
同
時
代
評
は
あ
ま
り
見
出
せ

な
い
が
、
前
出
の
『
校
友
會
雑
誌
第
三
百
号
紀
念

橄
欖
樹
』
の
「
文
藝

部
略
史
」
に
は
、
大
正
一
一
年
度
に
つ
い
て
「
短
歌
は
再
び
興
ら
ん
と
し

井
上
司
朗
、
横
川
久
太
郎
、
原
重
一
等
堅
實
な
歌
風
を
見
せ
て
ゐ
る
」と
、

「
堅
実
な
歌
風
」と
い
う
評
言
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
続
く
大
正
一
二
年
度

に
つ
い
て
も
、「
短
歌
は
竹
内
敏
雄
、
井
上
司
朗
の
兩
氏
最
も
優
れ
、
他
に

原
重
一
、
大
村
芳
彦
氏
等
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
竹
内
敏
雄
ら
と

並
ん
で
「
優
れ
」
た
短
歌
作
者
と
し
て
井
上
司
朗
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
二
八
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
井
上
司
朗
の
小
説
と
、
大
正
一
二
年
度

文
藝
部
委
員
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
記
し
た
い
。

― ―118

（

）

一
三

歌人・逗子八郎研究 (田中)



四

向
陵
詩
社
編
『
現
代
抒
情
歌
選
』

一
高
短
歌
会
幹
事
と
し
て
井
上
司
朗
が
為
し
た
大
き
な
仕
事
は
、
二
年

を
か
け
て
編
集
し
た
『
現
代
抒
情
歌
選
』
の
刊
行
で
あ
る
。
近
代
短
歌
約

六
千
首
を
、「
相
聞
篇
」「
親
愛
篇
」「
病
痾
篇
」「
挽
歌
篇
」「
寂
心
篇
」の

五
篇
に
分
け
て
編
ん
だ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
向
陵
詩
社
編
と
し
て
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
月
、
芳
美
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

主
輯
代
表
者
・
井
上
司
朗
の
名
で
、
巻
末
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

此
の
貧
し
き
書
も
時
間
に
乏
し
い
我
等
に
と
つ
て
過
去
二
ケ
年
の

苦
し
い
努
力
の
結
晶
で
あ
つ
た
。

憂
鬱
な
高
等
學
校
生
活
を
送
つ
て
ゐ
た
當
時
、
自
分
の
心
は
歌
に

依
つ
て
僅
に
息
づ
い
て
ゐ
た
。
歌
は
い
つ
の
ま
に
か
自
分
の
生
活
と

離
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
と
な
つ
て
ゐ
た
。
か
く
て
平
生
散
見
す

る
短
歌
の
同
人
雑
誌
等
よ
り
特
に
人
事
的
方
面
を
主
材
と
し
た
歌
を

抜
き
出
し
て
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
記
入
す
る
こ
と
が
久
し
く
つ
づ
け
ら

れ
て
た
マ
マ

。

或
る
冬
の
夜
、
一
時
足
遠
に
な
つ
て
ゐ
た
一
高
短
歌
會
に
偶
々
出

席
し
て
こ
の
ノ
ー
ト
を
示
し（
略
）こ
の
ノ
ー
ト
を
基
礎
と
し
て（
略
）

我
等
の
所
謂
抒
情
歌
の
選
集
の
編
纂
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

巻
末
記
『
現
代
抒
情
歌
選
』

そ
の
編
纂
作
業
は
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
で
「
一
時
全
く
頓
挫

を
來
し
て
仕
舞
つ
た
」
が
、「
向
陵
詩
社
（
第

25
）

二
次
）
の
事
業
と
し
」
て
続

行
、
竹
内
敏
雄
ら
後
輩
た
ち
と
協
力
し
て
、
若
山
牧
水
、
尾
山
篤
二
郎
ら

か
ら
雑
誌
や
歌
集
を
拝
借
し
、
校
正
を
経
て
、
四
七
〇
頁
近
い
一
冊
の
刊

行
に
至
っ
た
。
採
録
さ
れ
た
短
歌
は
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』『
明
星
』『
國
民
文
学
』
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『
心
の
花
』『
詩
歌
』『
潮
音
』『
橄
欖
』『
日
光
』な
ど
、
明
治
、
大
正
期
の

お
も
だ
っ
た
歌
誌
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、当
初
は
二
万
余
首
で
あ
っ
た
が
、

八
千
首
、
そ
し
て
六
千
首
に
絞
ら
れ
て
い
っ
た
。

『
現
代
抒
情
歌
選
』
へ
の
同
時
代
評
は
現
時
点
で
は
見
出
せ
て
い
な
い

が
、
読
後
の
感
想
文
は
『
勁
草
』
に
書
か
れ
て
い
た
。
客
員
で
あ
っ
た
逗

子
八
郎
／
井
上
司
朗
が
歌
会
の
折
に
で
も
貸
与
し
た
の
だ
ろ
う
、
勁
草
横

浜
支
社
の
大
塚
政
光
が
、「
逗
子
氏
か
ら
拝
借
し
た
『
現
代
抒
情
歌
選
』

（
略
）、
向
陵
詩
社
（
代
表
者
井
上
司
朗
氏
）
編
輯
に
よ
り
大
正
十
四
年
一

月
芳
美
閣
よ
り
發
行
さ
れ
た
も
の
、
随
つ
て
採
録
さ
れ
た
作
品
は
大
正
十

三
年
以
前
の
我
歌
壇
の
収
穫
で
あ
る
。（
略
）可
成
り
性
的
香
氣
の
高
い
作

品
が
少
な
く
な
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
文
壇
の
自
然
主
義
或

は
寫
眞
主
義
風
潮
か
ら
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ら

26
）

う
か
」
と
述
べ
、
第

一
篇
相
聞
歌
篇
か
ら
一
三
首
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。一
部
を
引
い
て
み
る
。

か
な
し
も
よ
と
も
に
死
な
め
と
い
ひ
て
寄
る
妹
に
か
す
か
に
白
粉
に

ほ
ふ

松
倉
米
吉

朝
な
れ
ば
さ
や
ら
さ
や
ら
に
君
の
帯
む
す
ぶ
ひ
び
き
の
悲
し
か
り
け

り

古
泉
千
樫

草
花
の
あ
か
き
し
げ
み
に
お
さ
へ
あ
へ
ぬ
く
ち
づ
け
の
音
の
た
へ
が

た
き
か
も

北
原
白
秋

ほ
か
、「
挽
歌
篇
」で
は
近
代
短
歌
の
先
人
で
あ
る
伊
藤
左
千
夫
や
長
塚

節
、
石
川
啄
木
の
死
を
悼
む
歌
を
は
じ
め
、
編
集
の
さ
な
か
の
大
正
一
二

年
に
縊
死
し
た
有
島
武
郎
へ
の
挽
歌
も
収
め
る
な
ど
、
目
配
り
の
良
い
編

集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
現
代
抒
情
歌
選
』校
正
が
終
了
し
、
一
高
短
歌
会
の
現
役
幹
事
ら
が
井

上
司
朗
の
仮
寓
を
訪
れ
た
の
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
二
月
で

あ
っ
た
。
そ
の
年
の
井
上
は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
東
京
帝
大
文

科
に
進
学
し
、
逗
子
の
農
家
に
部
屋
を
借
り
、
逗
子
開
成

27
）

中
学
で
講
師
を

し
な
が
ら
帝
大
に
通
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
家
庭
の
事
情
で
法
科

に
転
部
し
、
作
家
に
な
る
と
い
う
夢
か
ら
は
距
離
を
お
く
こ
と
と
な
る
。

の
ち
の
筆
名
「
逗
子
八
郎
」
は
、
一
高
短
歌
会
で
の
集
大
成
を
な
し
た

そ
の
地
か
ら
と
ら
れ
た
名
前
で
あ
っ
た
。

（
続
く
）

注

１
）

逗
子
八
郎
『
八
十
氏
川
』
第
一
書
房
、
昭
和
一
九
年

三
〇
五
頁

２
）
『
新
萬
葉
集
』
第
九
巻

改
造
社
、
昭
和
一
三
年

３
）

第
一
高
等
學
校
長

森
巻
吉
「
第
一
高
等
學
校
」『
文
部
時
報
』
第

五
三
七
号
、
昭
和
一
一
年
一
月
一
日（『
旧
制
高
等
学
校
全
書
』第
四
巻
、
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旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
刊
行
部
、
一
九
八
一
年
所
収

九
五
｜
九

六
頁

４
）

福
島
行
一
「
解
説
『
一
高
ロ
マ
ン
ス
』
に
つ
い
て
」
八
頁
（
野
尻

草
雄
『
一
高
ロ
マ
ン
ス
』
復
刻
版

大
佛
出
版
、
昭
和
五
四
年
所
収
）

た
だ
し
明
治
四
三
年
に
は
無
試
験
入
学
の
途
が
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
、

久
米
正
雄
ら
は
無
試
験
合
格
者
で
あ
っ
た
。

５
）

前
出
『
八
十
氏
川
』
三
〇
五
頁

６
）

逗
子
八
郎
『
こ
ゝ
ろ
の
山
』
昭
和
一
三
年
、
朋
文
堂

一
七
〇
頁

「
神
田
の
講
習
会
」
は
研
数
学
館
か
正
則
英
語
学
校
と
思
わ
れ
る
。

７
）

井
上
司
朗
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
人
間
の
科
学
社
、
一
三
二
〜
一

三
三
頁

８
）

紹
介
者
は
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
田
村
清
三
郎
（
一
高
文
丙
、
大

正
八
年
卒
）。
前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
一
三
八
頁

９
）

前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
一
五
九
頁

10
）

年
齢
か
ら
は
大
正
九
年
入
学
も
考
え
ら
れ
る
が
、
著
書
に
は
入
学

年
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

11
）

前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
六
七
頁

12
）

ｗ
ｅ
ｂ
版
。
製
作
・
発
売
は
八
木
書
店

13
）

こ
の
未
発
見
の
二
冊
は
井
上
司
朗
が
文
藝
部
委
員
と
し
て
任
期
中

の
も
の
で
あ
っ
た
。

14
）

稲
垣
眞
美『
旧
制
一
高
の
文
学
』国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
年

三

頁15
）

前
出
『
旧
制
一
高
の
文
学
』
二
六
〜
二
九
頁

16
）
『
近
代
短
歌
史
論
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
九
年
所
収

17
）

本
莊
可
宗
「
追
憶
三
つ
」
校
友
會
雑
誌
第
三
百
号
記
念
『
橄
欖
樹
』

大
正
一
〇
年

八
頁

18
）

岡
田
道
一
「
あ
の
頃
」
前
出
第
三
百
号
記
念
『
橄
欖
樹
』
五
五
頁

19
）

前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
九
六
頁

20
）

な
お
太
田
水
穂
の
名
を
『
校
友
會
雑
誌
』
で
確
認
で
き
る
の
は
、

二
七
一
号
（
大
七
・
四
・
二
〇＝

同
年
三
月
八
日
、
根
津
娯

園
で
歌

会
）、
二
七
九
号
（
大
九
・
四
・
一
五＝

前
年
九
月
二
六
日
、
同
園
で
歌

会
）
と
、
こ
の
二
八
七
号
の
三
冊
の
み
で
あ
る
。

21
）

新
短
歌
ク
ラ
ブ
編
『
年
刊
歌
集

一
九
三
七
年
新
短
歌
』
第
一
書

房
、
昭
和
一
一
年

三
六
二
頁
（
逗
子
八
郎
）「
大
正
九
年
」
は
「
十
年
」

の
誤
り
か
。

22
）

前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
三
〇
頁

23
）

逗
子
八
郎
『
山
征
か
ば
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
一
六
年

三
一
一

〜
三
一
二
頁

24
）

前
出
『
証
言
・
戦
時
文
壇
史
』
四
四
頁

25
）

一
高
生
有
志
に
よ
る
向
陵
詩
社
の
第
一
次
は
大
正
九
〜
一
二
年
で
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あ
り
、
酒
井
眞
人
編
『
橄
欖
の
森
』
は
創
刊
号
か
ら
三
号
ま
で
刊
行
さ

れ
た
。
三
号
に
は
堀
辰
雄
の
詩
「
仏
蘭
西
人
形
」
も
掲
載
。

26
）
「
濱
居
閑
話
」『
勁
草
』
第
三
巻
第
九
号

昭
和
六
年
九
月

27
）

現
在
の
逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
。
同
校
の
校
歌
は
井
上
司

朗
が
大
正
一
四
年
に
作
詞
を
し
た
。
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